
七
百
三
十
一

１

磁
気
加
振
式
温
熱
治
療
器

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

磁
気
、
振
動
及
び
温
熱
に
よ
り
患
者

の
体
を
加
温
す
る
こ
と
。

七
百
三
十
二

１

鼓
膜
按あ
ん

摩
器

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

空
気
を
振
動
さ
せ
、
鼓
膜
の
振
動
に

用
い
る
こ
と
。

七
百
三
十
三

１

硝
子
体
切
除
ユ
ニ
ッ
ト

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

眼
科
手
術
時
に
硝
子
体
等
の
眼
組
織

の
切
除
に
用
い
る
こ
と
。

七
百
三
十
四

１

自
動
経
皮
椎
間
板
切
除
シ
ス

テ
ム

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

椎
間
板
内
の
髄
核
の
切
除
又
は
吸
引

に
用
い
る
こ
と
。

七
百
三
十
五

１

止
血
ナ
イ
フ

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

外
科
手
術
時
に
切
開
及
び
止
血
に
用

い
る
こ
と
。

七
百
三
十
六

１

歯
科
多
目
的
治
療
用
モ
ー
タ

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

電
気
駆
動
に
よ
り
、
歯
、
義
歯
、
人

工
歯
冠
等
を
切
削
又
は
研
磨
す
る
た

め
に
歯
科
用
バ
ー
、
リ
ー
マ
等
に
回

転
、
振
動
等
の
動
作
を
伝
達
し
、
及

び
根
管
の
長
さ
を
測
定
す
る
こ
と
。

七
百
三
十
七

１

電
気
式
歯
髄
診
断
器

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

歯
髄
の
{と
う

痛
反
応
の
評
価
に
用
い
る

こ
と
。

七
百
三
十
八

１

光
学
式
う
し
よ
く

検
出
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

光
学
的
に
う

を
し
よ
く

検
出
す
る
こ
と
。

七
百
三
十
九

１

電
気
式
う
し
よ
く

検
出
装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

電
気
的
に
う

を
し
よ
く

検
出
す
る
こ
と
。

七
百
四
十

１

歯
¨
動
揺
測
定
器

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

歯
に
振
動
を
加
え
、
歯
の
動
揺
の
程

度
を
測
定
す
る
こ
と
。

七
百
四
十
一

１

歯
科
用
両
側
性
筋
電
気
刺
激

装
置

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

電
気
刺
激
に
よ
り
、
頭
部
若
し
く
は

頸け
い

部
の
{と
う

痛
緩
和
又
は
筋
肉
の
弛し

緩

に
用
い
る
こ
と
。

七
百
四
十
二

１

歯
科
根
管
材
料
電
気
加
熱
注

入
器

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

歯
科
根
管
材
料
を
加
熱
及
び
軟
化
さ

せ
、
根
管
内
に
注
入
す
る
こ
と
。

七
百
四
十
三

１

歯
科
用
多
目
的
超
音
波
治
療

器

Ｔ
五
七
五
〇

超
音
波
を
利
用
し
て
歯
垢こ
う

若
し
く
は

歯
石
の
除
去
、
歯
の
切
削
、
歯
の
根

管
の
拡
大
、
洗
浄
若
し
く
は
清
掃
、

異
物
等
の
除
去
、
根
管
充
填
材
料
等

の
充
填
、
歯
科
修
復
物
の
接
着
性
の

強
化
、
歯
周
組
織
の
切
開
若
し
く
は

切
除
、
根
管
の
長
さ
の
測
定
又
は
歯

面
の
清
掃
に
用
い
る
こ
と
（
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
手
術
に
お
け
る
骨
の
切
削
又

は
軟
組
織
の
剥
離
を
行
う
も
の
を
除

く
。）。

七
百
四
十
四

１

歯
科
技
工
用
色
調
改
善
向
け

金
属
表
面
処
理
材
料

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

Ｔ
六
〇
〇
一

歯
科
用
金
属
表
面
の
色
調
の
改
善
に

用
い
る
こ
と
。

七
百
五
十
一

１

家
庭
用
高
周
波
治
療
器

Ｃ
九
三
三
五
e

一

肩
又
は
腰
の
凝
り
の
改
善
に
用
い
る

こ
と
。一
般
家
庭
で
使
用
す
る
こ
と
。

七
百
五
十
二

１

電
気
睡
眠
導
入
器

Ｃ
九
三
三
五
e

一

精
神
的
な
緊
張
に
伴
う
不
眠
症
の
緩

解
に
用
い
る
こ
と
。
一
般
家
庭
で
使

用
す
る
こ
と
。

七
百
五
十
三

１

耳
鳴
マ
ス
カ

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

耳
鳴
り
に
よ
る
不
快
感
の
軽
減
に
用

い
る
こ
と
。

七
百
五
十
四

１

家
庭
用
創
傷
パ
ッ
ド

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

軽
度
の
創
部
の
保
護
、
湿
潤
環
境
の

維
持
又
は
治
癒
の
促
進
に
用
い
る
こ

と
（
真
皮
を
越
え
る
創
傷
に
用
い
る

も
の
を
除
く
。）。

七
百
五
十
五

１

膣ち
つ

洗
浄
器

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

膣ち
つ

の
洗
浄
に
用
い
る
こ
と
。

七
百
四
十
五

１

電
動
式
角
膜
バ
ー

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

眼
球
又
は
角
膜
の
異
物
除
去
に
用
い

る
こ
と
。

七
百
四
十
六

１

手
動
式
整
形
外
科
用
注
入
器

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

手
術
部
位
へ
の
整
形
外
科
用
セ
メ
ン

ト
、
人
工
骨
等
の
注
入
に
用
い
る
こ

と
（
脊
椎
に
使
用
す
る
も
の
を
除

く
。）。

七
百
四
十
七

１

電
動
式
整
形
外
科
用
セ
メ
ン

ト
除
去
器
具

Ｔ
〇
六
〇
一
e

一

超
音
波
を
利
用
し
て
整
形
外
科
用
骨

セ
メ
ン
ト
の
除
去
に
用
い
る
こ
と
。

七
百
四
十
八

１

眼
科
手
術
用
レ
ー
ザ
ー
レ
ン

ズ

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

眼
球
又
は
眼
窩か

の
組
織
の
凝
固
又
は

切
断
に
用
い
る
こ
と
。

七
百
四
十
九

１

角
膜
知
覚
計

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

角
膜
の
知
覚
感
度
の
測
定
に
用
い
る

こ
と
。

七
百
五
十

１

避
妊
用
ペ
ッ
サ
リ
ー

Ｔ
〇
九
九
三
e

一

膣ち
つ

に
挿
入
し
、
受
精
の
防
止
又
は
骨

盤
内
臓
器
の
支
持
に
用
い
る
こ
と
。

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外第�œ号)官 報

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
八
号

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二

十
三
年
度
雇
用
施
策
実
施
方
針
の
策
定
に
関
す
る
指
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
適
用
す

る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

平
成
二
十
三
年
度
雇
用
施
策
実
施
方
針
の
策
定
に
関
す
る
指
針

目
次第

一

趣
旨

第
二

現
下
の
経
済
及
び
雇
用
情
勢
と
そ
の
課
題

一

経
済
及
び
雇
用
情
勢
と
今
後
の
見
通
し

二

現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
お
け
る
課
題

˜�Ÿ


		2011-03-30T19:02:57+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




